
　「
政
府
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」「
専

門
医
が
い
な
い
」「
医
師
の
間
で
も
定
義

が
一
致
し
て
い
な
い
」…
。

　
タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

各
国
の
自
閉
症
の
子
を
持
つ
親
た
ち
が

話
し
合
い
を
し
て
い
る
。彼
ら
は
昨
年
、

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｐ
Ｃ

Ｄ
）」の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
出
会
い
、
議
論
を
重
ね
る

う
ち
、一
つ
の
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。

地
域
全
体
の
障
害
者
支
援
に

必
要
な
拠
点
づ
く
り
を

す
べ
て
の
障
害
者
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
目
指
す

や
そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
が

強
い
こ
と
か
ら
、
社
会
的
に
弱
い
立
場

に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。そ
こ

で
１
９
９
３
年
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）※
1

は「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」を

採
択
。障
害
者
の
地
位
向
上
と
社
会
参

加
の
促
進
に
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
必
要
性
を
提
唱
し
た
。そ
し
て
、こ

の
地
域
で
障
害
者
支
援
を
リ
ー
ド
す
る

タ
イ
が
、
日
本
の
協
力
を
得
な
が
ら
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
。２
０
０

２
年
、
障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
拠
点
を
タ
イ
に

つ
く
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
ア
ジ
ア
太

平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
始
ま
っ
た
。

　
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
理
念
は
、「
障
害
者
は
社

会
を
変
え
て
い
く
担
い
手
」
で
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、障

特集 障害者支援
意識を変える。社会が変わる。

障害者がエンパワーされ、ネットワークを築き、
情報にアクセスできるようになれば、
きっと社会を変える力になる―。
アジア太平洋地域の障害者支援の拠点として、
JICAは「アジア太平洋障害者センター」の
運営を支援している。

知的障害がある奈良崎専門家（右から２人目）がワークショップを開催。参加した知的障
害者たちに刺激を与えた

タイ初の知的障害当事者団体「ダオ
ルアン」では、食器用洗剤を製造・販
売する活動を開始し、経済的自立と
タイ社会への啓発に努めることに

人材・ネットワーク・
情報をつなぐ拠点に

※
1
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
地
域
委
員
会
の
一

つ
で
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済
・
社
会
問
題
の

改
善
を
図
る
。

※
2
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
し
、時
に
は
介
助
者

を
使
い
な
が
ら
自
分
の
意
志
に
基
づ
い
た
生
活
を
す

る
こ
と
。

※
3
同
じ
障
害
を
持
っ
た
人
同
士
が
集
ま
り
、問

題
解
決
な
ど
に
向
け
て
共
に
活
動
す
る
集
団
。

「アセアン自閉症ネット
ワーク」では各国の自閉
症協会などが連携して
啓発活動などを行えるよ
うになった

アジア太平洋地域の障害者支援情報を交換できるウェブサイト
が完成し、小野田勝次JICA専門家が挨拶 タ イ
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研修での学びを実践するた
め、タイの村を訪れたアジア
太平洋地域の研修員

バンコクの地下鉄で
ユニバーサルデザイン導入

転落防止のため、ホームドア
が設置されたバンコク地下鉄

バンコク

APCDでは、2007年にアジア各国の公共
交通機関を対象に「建物・交通環境のアクセ
ス」研修を実施。これにバンコク地下鉄を運
営するタイ高速度交通公社が参加、障害当
事者によるアドバイスも受けながら「ユニバー
サルデザイン」に関する知見を深めた。これを
生かし、08年から日本の円借款で支援してい
る「バンコク大量
輸送網整備事
業」では、建設中
の路線にスロー
プやエレベーター
を設置するなど、
バリアフリーに配
慮したデザインを
取り入れている。

害
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
を
目
指

し
て
声
を
発
せ
ら
れ
る
よ
う
、
彼
ら
を

〝
エ
ン
パ
ワ
ー
〞
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ
こ
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
で
は
、障
害
者
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
目
指
し
た
「
人
材

育
成
」を
活
動
の
柱
に
。ま
た
、
こ
の
地

域
で
障
害
者
支
援
に
携
わ
る
省
庁
や
団

体
と
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
や
、

障
害
者
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
意
見

を
発
信
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け

た「
情
報
支
援
」に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　「
人
材
育
成
」と
し
て
最
初
に
行
っ
た

の
は
、
タ
イ
の
障
害
当
事
者
に
対
す
る

研
修
。ま
ず
は
タ
イ
が
セ
ン
タ
ー
を
自

立
的
に
機
能
さ
せ
て
い
く
た
め
の
基
盤

づ
く
り
を
行
い
、そ
の
後
、彼
ら
の
手
で

他
国
に
障
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

く
た
め
だ
。

　
さ
ら
に
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
33
カ
国
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
２
０
０
以
上
の
障
害
者
団
体
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い

た
。そ
し
て
、こ
こ
で
つ
な
が
っ
た
各
国

の
行
政
官
や
障
害
者
団
体
の
代
表
者
な

ど
に
対
し
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、自
立
生
活

※
2
、自
助
グ
ル
ー
プ
※
3
、情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
実

施
。学
ん
だ
知
識
を
自
国
で
の
政
策
や

活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
自
身
が
情
報
発
信
・

収
集
で
き
る
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
強

化
。Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
活
動
を
報
告
す
る
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
や
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
障
害
者
支
援
情
報
を
交
換

で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

た
。こ
れ
ら
の
情
報
に
は
字
幕
や
点
字

を
付
け
る
な
ど
、
障
害
者
が
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
が
中
心
と
な

り
、
地
域
全
体
で
障
害
者
支
援
に
取
り

組
む
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。し

か
し
一
方
で
、
研
修
参
加
者
の
多
く
が

肢
体
不
自
由
者
や
視
覚
障
害
者
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
07
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
フ

ェ
ー
ズ
2
で
は
知
的
障
害
者
へ
の
支
援

に
も
力
を
入
れ
、08
年
に
は
初
め
て
、知

的
障
害
の
あ
る
奈
良
崎
真
弓
さ
ん
を
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
現
地
に
派
遣
。

奈
良
崎
専
門
家
は
、
知
的
障
害
の
当
事

者
団
体「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」を
立
ち
上
げ

た
自
身
の
経
験
を
伝
え
よ
う
と
、
タ
イ

を
は
じ
め
7
カ
国
か
ら
参
加
し
た
知
的

障
害
者
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
。「
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る

の
は
自
分
自
身
。そ
の
思
い
を
共
有
で

き
た
と
思
い
ま
す
」。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
大
き
な
刺

激
と
な
り
、
そ
の
後
タ
イ
で
は
知
的
障

害
当
事
者
団
体「
ダ
オ
ル
ア
ン
」が
設
立

さ
れ
た
。「
ダ
オ
ル
ア
ン
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
行
え
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し

た
」
と
人
材
育
成
を
担
当
す
る
磯
部
陽

子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

来
年
で
10
年
目
。「
い
ま
や
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ

は
、世
界
保
健
機
関
や
世
界
銀
行
、Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
が
注
目
す
る
組
織
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、Ａ

Ｐ
Ｃ
Ｄ
が
こ
の
地
域
の
人
材
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
情
報
の
重
要
な
拠
点
と
し
て

さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
」と
磯
部
専
門
家
。Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
す
べ
て
の
障
害

者
に〝
開
か
れ
た
セ
ン
タ
ー
〞と
な
る
よ

う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
は
続
く
。

　「
自
分
た
ち
が
苦
労
し
て
き
た
分
、こ

の
地
域
で
同
じ
悩
み
を
持
つ
自
閉
症
児

の
親
同
士
、協
力
す
べ
き
だ
」

　
そ
こ
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
支
援
を
得
て
設

立
し
た
の
が
、
各
国
の
自
閉
症
児
者
支

援
団
体
に
よ
る
「
ア
セ
ア
ン
自
閉
症
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」。今
年
4
月
2
日
の
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」に
は
、各
団
体
が

連
携
し
て
活
発
な
啓
発
活
動
を
行
っ

た
。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
は
、
10
人
に

１
人
、
約
４
億
人
の
障
害
者
が
い
る
と

い
わ
れ
る
。し
か
し
、教
育
や
就
労
の
機

会
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
障
害
当
事
者
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